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東北電力株式会社五所川原営業所（所長・高杉和郎）と株
式会社ユアテック五所川原営業所（所長・熊谷直彦）が

４月22日㈮町長を訪れ、「お世話になっている地域への恩
返しとなれば」と街路灯19基の目録を小野町長へ手渡しま
した。これを受けて小野町長が「大変ありがたい。町内で
必要な所に設置していきたい」と伝えました。
　この寄贈は、「地域の明るい街づくり」の一環として行わ
れ、東北電力株式会社五所川原営業所からLED防犯灯19基、
株式会社ユアテック五所川原営業所が街路灯の取り付け工事を行うそうです。

中泊ライオンズクラブの小倉会長、桑村ゾーンチャー
パーソン、菊池幹事、荒関会計が４月７日㈭加藤教

育長を訪問しました。
　町立小学校に入学した新１年生68人の交通安全に役立
てていただきたいと反射材70セット（キャラクターとシ
ール）を贈呈しました。小倉会長が「地域の子どもたちの
安全に役立ててもらいたい」と話すと、加藤教育長は「大
変ありがたいこと、子どもたちも喜ぶと思う」と感謝の言葉を伝えました。

町、竹内企業グループ（代表・竹内宏人）、北栄運輸（代表・
坂田秀一）とが４月22日㈮、熊本地震で大きな被害があ

った、熊本県阿蘇郡西原村へ向けて、300人分の毛布を送りま
した。
　出発に当たり小野町長が「現地では、飲食用の物資は十分確
保できているが、毛布は不足しているとのことで、町で備蓄し
ている300人分の毛布を送ることとした。道路条件は良くはな
いと思うが、搬送をよろしくお願いしたい」と話しました。

新入学（園）児の交通事故防止運動が４月８日㈮～15日㈮ま
で、町内の交通量の多い危険箇所５か所で行われました。

　12日㈫は、小泊小学校で交通安全教室があり、自転車を押
しながら登校する児童もいました。今年も学校の先生をはじめ、
保護者、警察関係者など地域のみなさんが登校時間に沿道に立
ち、学校に向かう子どもたちと「おはよう。車に気を付けてね」
とあいさつをかわしながら、安全に登校できるように見守って
いました。

明るい街づくりのために
２社が街路灯寄贈

新一年生の交通安全に
中里ライオンズクラブが反射材を贈呈

熊本県に向けて
緊急物資輸送車出発

安心して登校できるように
町内街頭監視
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薄市こども園児16人が、４月15日㈮町特産物加工販売
施設「ピュア」駐車場で鯉のぼりを揚げました。

　子どもたちは風にあおられながらも鯉のぼりをロープ
にくくりつけると、みんなでロープを引き、勢いよく空
に放ちました。この日は風が強く、鯉のぼりは子どもた
ちの元気を受け取ったように泳いでいました。
　子どもたちは、自分でくくりつけた鯉のぼりを見上げ
て満足そうに笑っていました。
　鯉のぼりは、住民から使わなくなったものを譲り受け
たもので、来場客に楽しんでもらおうと３年前からピュ
ア駐車場に掲げています。今回は薄市こども園の子どもたちが協力し盛り上げました。鯉のぼりは５月いっぱい
まで飾るそうです。

小泊海岸を守る会（齋勝建設㈱、宝森建設工業㈱、島村
産業㈱、㈱竹内組、㈱青南商事、㈱環境工学）が、４

月23日㈯マリンパーク、折腰内海岸、冬季閉鎖が解除さ
れた竜泊ラインなどで清掃ボランティア活動を行いました。
　この日は約180人が参加し、先日の低気圧による暴風で
海岸に打ち寄せたものや道路脇のゴミを片づけました。清
掃箇所は、海水浴場でもあり、夏まつりやビーチサッカー
で多くの観光客が訪れる場所です。

　作業終了後の昼食会では、同会に所属する６社に秋元副町長から感謝状が手渡されました。作業に参加した人
は「暴風の影響で例年よりもゴミの量が多く大変だった。捨てられるゴミは少なくなっているので続けていきた
い」と話していました。

更生保護女性会総会が４月13日㈬、中央公民館で
行われ約30人が出席しました。

　総会では、秋元副町長を講師に招き、町政について
財政を軸に講義を行いました。講義を聴いた出席者は
「町の財政について知りたかったことが分かった」と
話していました。
　４月22日㈮には、中里ショッピングタウンベル店
で春の安全・安心まちづくりキャンペーンが行われま
した。防犯指導隊、防犯婦人部、更生保護女性会、警
察関係者など約30人が参加し、万引き防止のための
店内巡回や振り込め詐欺防止のチラシなどを配布し、
買い物客へ防犯への協力を呼びかけました。参加した
会員らは「小さいことだが、少しでも被害が減るよう
に続けていきたい」と話していました。

強風の中がんばる子どもたち
薄市こども園児が「鯉のぼり揚げ」

大清掃できれいな砂浜に
小泊海岸を守る会の清掃ボランティア

犯罪減少目指して
更生保護女性会が活動
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